
第11回
市民シンポジウム

【お申込書送付先】 Fax.029-886-8035／info@tsukuba-arch.org
懇親会にご参加を希望される方は、下記にご記入の上、Faxまたはメールをお送りください。

ご氏名

ご住所

Tel.　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail

参加人数

【当日懇親会お申込み受付中】
●懇親会　3月5日（日）18：00～
　　　　　華の幹
　　　　　〒300-4223 茨城県つくば市小田3034
　　　　　会費／3,000円
　　　　　お申込締切／3月2日（木）

NPO法人つくば建築研究会　茨城県つくば市台町1丁目8番地1　Tel.029-886-8039  Fax.029-886-8035  e-mail: info@tsukuba-arch.org

つくば建築研究会では、つくばの建築の面白さ、街の面白さを紹介する活動をしています。
筑波研究学園都市とその周辺の建築作品（106作品）を美しいカラー写真で綴る『つくば建築フォトファイル』の発行、つくばの魅力的な建築物を解説付きで訪ねる「つくば建築バス
ツアー」、様々な切り口でつくばの魅力あるまちづくりを考える「市民シンポジウム」を開催しています。

【主催】 NPO法人つくば建築研究会　茨城県つくば市台町1丁目8番地1　http://tsukuba-arch.org/

【後援】 つくば市、茨城県、つくば市商工会、日本建築学会関東支部茨城支所、一般社団法人茨城県建築士事務所協会、一般社団法人茨城県建築士会、JAつくば市、筑波銀行

【協賛】 谷田部印刷株式会社、株式会社アイネクスト

【プログラム】
13:00～13:50  小田城趾見学
 　　　　   華の幹集合時間12:50　
 　　　　   ご案内・ 常陸小田親衛隊：川村和夫（かわむら・かずお）

14:00  主催者挨拶：小玉祐一郎（こだま・ゆういちろう）
    つくば建築研究会理事長

    つくば市長挨拶：五十嵐立青（いがらし・たつお）

14:10  基調講演「つくばの古民家の今」
    山本幸子（やまもと・さちこ）
   （筑波大学 システム情報系社会工学域助教）

山口県生まれ。2008年山口大学大学院博士課程後期修了、
博士（工学）。2008年山口大学大学院理工学研究科助教。
2012年8月より現職。専門は建築計画・地域計画。空き家・廃
校などの建築ストックを活用した地域づくりに関する研究に
取り組んでいます。主に過疎・農村地域をフィールドに、空き
家を活用した移住・定住支援システムの構築や、地域の人材
と建築ストックを活用した地域に根差した交流拠点づくりを
テーマとしています。研究に関連して、民家の改修計画・設計
に携わることもあります。

　　　　　　  先進事例から見る古民家を活用したまちづくり

14:50  「古民家再生＆保存への道のり～華の幹」
    華の幹代表：飯塚洋子（いいつか・ようこ）

1975年東京都中野区生まれ八王子育ち。埼玉大学教育学部（美
術）卒業。平面デザイン専修。2007年夫の実家である筑波の家に
引っ越し。2011年、夫の祖母（幹おばあちゃん）の実家を再生する
ため、任意団体小田古民家再生保存の会「華の幹（はなのき）」創
立。2013年NPO法人化。現在活動中。夫の両親と同居、3人の子育
て中。

15:10 「インバウンドにおける古民家の可能性」
    古民家ゲストハウスjicca店主：比企智浩（ひき・ともひろ）

1989年生まれ。茨城県石岡市の八郷地区出身。2015年に多国を
渡った経験と東京の生活から、茨城の観光資源に可能性を感じU
ターン。同年、実家の空き家をリノベーションし、茨城県初の古民
家ゲストハウスを開業。稲刈りやホタル鑑賞など地域資源を生か
したイベントを定期的に開催してる。現在は全国最年少の独立中
小企業診断士として企業支援も行っている。
　

15:30  「古民家喫茶のつくり方」
    地立堂・城藤茶店主：工藤祐治（くどう・ゆうじ）

仙台市生まれ。1991年茨城大学人文学部社会科学科卒業。技術
士（都市・地方計画）。株式会社聚文化研究所にて県内自治体の
都市計画、各種行政計画策定に従事。キララちゃんバスボラン
ティア、神立商工振興会広報、Co民家再生団などの活動に参加。
2014年、それまでの経験をもとに、地域資源を活用した地域づく
りの観点から、城下町土浦に古民家の喫茶店を開業。そこで得ら
れる様々なつながりの中から地方都市の持続的社会のかたちを
模索中。

15:50  「春のつくば道」
    乙女のつくば道企画室：ツクバミチコたち

江戸時代に江戸城の鬼門として徳川家光が整備した「つくば道」。
北条の石の道標から神郡の黒塀の町並みを抜け、田んぼ道から
だんだん坂になり筑波山神社まで続く一本道。春、道沿いに小さ
な花が咲き、水は温み、山がだんだんふくらんでくるのをしみじみ
愛するツクバミチコたちは、2012年より春の神事の時期、道沿い
の家をお借りしてのイベントやお散歩ツアー企画し、「ゆけゆけ、
乙女のつくば道」と題するマップを作り筑波山麓へのナビゲート

をはじめる。つくば道周辺の人、自然、歴史、建物を大切に思う仲間は少しづつ増え、
2016年は17の企画が連なる内容に。

　
16:10  休憩
16:25  パネルディスカッション
   山本幸子、飯塚洋子、比企智浩、工藤祐治、ツクバミチコたち
   司会　小玉祐一郎

17:15  終了
18:00  懇親会

ばあちゃん）の実家を再生する
保存の会「華の幹（はなのき）」創
中。夫の両親と同居、3人の子育

観世流能楽師、高梨良一先生・能に楽しむ会主催（華の幹にて）


